
がん患者が
対象

詳しくは
健康増進課
☎786-1855

詳しくは
健康増進課
☎786-1855

小児がんなどの治療により定期予防接種の小児がんなどの治療により定期予防接種の
再接種が必要な人へ費用の一部を助成します再接種が必要な人へ費用の一部を助成します

医療用ウィッグ・胸部補正具などの医療用ウィッグ・胸部補正具などの
購入費用の一部を助成します購入費用の一部を助成します

自転車乗用中の交通事
故で亡くなった人の約
6割が、頭部に致命傷
を負っているべによ

対象▶申請時点で市内在住の人
※�令和6年4月1日から4月30日までの間に自転車用ヘルメットを購
入し、かつ、同一期間内で市内に住民登録のある人も対象とします。

助成対象品▶
・令和6年4月1日以降に購入したもの
・自転車用かつ新品であるもの
・�SGマークなど安全性を示すマークが貼付されているもの

補助額▶購入金額の1／2（上限2,000円）
※ヘルメットの使用者1人につき、1個1回限り。
※予算に達し次第受付を終了します。

申請期間▶5月1日〜令和7年3月31日

申請方法▶申請書に所定の書類を添付し、
安心安全課へ。

※詳しい申請方法などは、市ホームページを確認してください。

ヘルメット着用の促進と交通事故による被害軽減を図るためヘルメット着用の促進と交通事故による被害軽減を図るため
自転車用ヘルメットの購入費用の一部を助成します自転車用ヘルメットの購入費用の一部を助成します

詳しくは
安心安全課
☎788-4927

対象▶次のすべてに該当する人
・�造血細胞移植（骨髄移植、末梢血幹細胞移植およびさい帯血移植）
により、移植前に接種した定期の予防接種ワクチンの免疫が低
下、または消失したため、再接種が必要と医師が認める人

・�再接種を受ける日に、桶川市民である20歳未満の人

　市では、がん治療による社会生活上の負担・不安を和らげるとともに、安心して社会　市では、がん治療による社会生活上の負担・不安を和らげるとともに、安心して社会
参加を継続できるよう、アピアランスケア参加を継続できるよう、アピアランスケア（※）（※）用品の購入費用の一部を助成します。用品の購入費用の一部を助成します。

対象▶次のすべてに該当する人
・�申請時に、桶川市に住所がある人

・�がんと診断され、その治療に起因する症状により、
アピアランスケア用品を購入した人

・�他の地方公共団体などから同様の助成金などの交付
を受けていない人

助成対象品▶
①医療用ウィッグ
（毛付き帽子や着用に必要なネットを含む）
②胸部補正具
（補整下着、補整パッド、または人工乳房）
※いずれも、令和5年4月1日以降に購入したものが対象

助成額▶
助成対象経費の額、または10,000円のいずれか低い額
※助成対象①、②　それぞれ1人につき1回限り

（※）アピアランス（外見）ケアとは
外見の変化に起因するがん患者の苦痛を、医学的・整容的・心理
社会的支援を用いて軽減するケアのこと。通院治療の増加などに
伴い、男女問わず支援に対するニーズが高まっている。

申請方法▶次の書類を健康増進課へ提出
・�桶川市がん患者アピアランスケア用品購入助成金申
請書兼請求書（※申請書兼請求書は、健康増進課窓口、
市HPで入手できます）

・�アピアランスケア用品が必要になることがわかる書
類（がん治療に関する診断書、治療計画書、診療明細
書の写しなど）

・�購入したアピアランスケア用品の領収書
��（次の記載があるもの : 品名、購入日、金額）

申請期限▶購入日から1年以内（R5.4/1から R5.9/29
までに購入された人は、R6.9/30まで）

申請期限▶再接種した日から1年以内

申請方法▶市の指定する書類を
添付し、健康増進課へ。
※�指定書類は市ホームページや健康
増進課（保健センター内）で入手で
きます。
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と　き▶5月12日（日）午前9時30分〜午後3時（※野外イベントの開始は、午前10時から）
ところ▶駅西口公園・市民ホール（※駐車場はありません。公共交通機関などを利用してください）
主な催し▶子ども向けのゲーム、昔の遊び体験、手話体験、模擬店
主　催▶2024おけがわ春のふれあいフェスタ実行委員会
共　催▶桶川市／桶川市教育委員会／桶川市社会福祉協議会／桶川市青少年健全育成市民会議／桶川市ボランティア市民活動ネットワーク

詳しくは
おけがわ春のふれあいフェスタ
実行委員会事務局
社会福祉協議会☎728-2221
環境対策推進課☎788-4925
生涯学習・スポーツ推進課☎788-4970

「広報おけがわ」を「広報おけがわ」を
デジタルブックで配信中デジタルブックで配信中
スマホやタブレットで広報を読むことができます。ユニバーサルデザインですので、
高齢者、障がい者、外国人など、どなたでもご利用できます。

This Public relations magazine can be read in 10 languages ！

無料
FREE APP

• 多言語翻訳機能　•音声読み上げ機能
•文字の拡大表示　•プッシュ通知機能

デジタルブック版の
広報は、専用アプリ、
またはブラウザから
も閲覧できます。

主
な
機
能

おけがわ春のふれあいおけがわ春のふれあい
フェスタを開催しますフェスタを開催します

2024

みどり豊かな駅西口公園で子どもも大人も一緒にふれあって、楽しい一日を過ごしてみませんか。

プログラム ※雨天の場合は、市民ホールで規模を縮小して開催します（駅西口公園の野外ステージはなくなります）。

市民ホールステージ
9:30から 開会式
10:15から 相撲甚句　【埼玉相撲甚句会】
10:45から
雨天時のみ実施

聴導犬のデモンストレーション
【障害福祉課】

11:15から コーラス　【ほがらか合唱団】
11:45から 西馬音内盆踊り　【越中おわら友の会】　
12:15から 箏・十七絃・尺八の合奏　【箏曲愛好会】
12:45から 箏・尺八の演奏&トーク　【華芳会】
13:15から 尺八・箏の合奏　【桶川三曲協会】
14:15から
雨天時のみ実施 閉会式

【　】は、出演団体

野外ステージ
10:10から 合唱　【ほがらか合唱団】

10:30から 大型絵本の朗読
【朗読ボランティアグループ　さんふらわぁ】

11:00から 手話コーラス　【桶川市聴覚障害者協会】
【桶川手話サークルチャイム】

11:30から 大型紙芝居　【ボランティアグループ　紅花の会】

12:00から アイマスク体験の実演　【桶川ドリームクラブ】

12:30から 聴導犬のデモンストレーション
【障害福祉課】

13:00から 日本の民謡　【シルバー民謡同好会】

13:30から 合唱　【交流サロン青空】

14:45から 閉会式

詳しくは
秘書広報課
☎788-4901

バック
ナンバー

「環境にやさしいイベン「環境にやさしいイベン
ト」にするため、来場ト」にするため、来場
の際にはマイバッグやの際にはマイバッグや
マイカトラリー（お箸、マイカトラリー（お箸、
スプーン、フォークなスプーン、フォークな
ど）の持参にど）の持参に
ご協力をお願ご協力をお願
いします。いします。

「まろにえ通り」

自転車で来場予定の皆さんへ
当日は、駅西口地下自転車駐車場と市民ホール地
上駐車場を駐輪場として開放します。係員の誘導
により駐輪してください。ご協力をお願いします。

当日は、パークタウン若宮に接する「まろにえ通り」
の一部が「歩行者天国」となります。迂回など
のご協力をお願いします。
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夢と希望を未来へ夢と希望を未来へ
令和 6 年度施政方針と予算のあらまし令和 6 年度施政方針と予算のあらまし

3月定例市議会において、令和6年度当初予算案が可決されました。
予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて452億9,323万9千円で、前
年度に比べると5.0パーセントの増額となっています。

令
和
6
年
度
　
施
政
方
針（
要
旨
）

昨
年
5
月
に
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
観
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
社
会
経

済
活
動
の
活
性
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
世
界
的
な
物
価
高
騰
と
そ

れ
に
対
応
す
る
各
国
金
融
引
き
締
め
に

よ
る
海
外
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
な
ど
、

依
然
と
し
て
世
界
情
勢
は
不
透
明
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
も
賃
金
上
昇
が
図

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
質
賃
金
は
減

少
す
る
な
ど
、
今
な
お
、
物
価
高
騰
が

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
の
給
付
金
の
支
給
や
、
市
独
自
事

業
と
し
て
子
育
て
世
帯
へ
の
商
品
券
配

布
事
業
、
事
業
者
・
生
産
者
支
援
、
学

校
給
食
費
の
負
担
軽
減
な
ど
様
々
な
施

策
を
実
施
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
市
民
生
活
や
地
域
経
済

を
下
支
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
依
然
と
し
て
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
社
会
の
進
展
を
背
景
に
社
会
保
障
経

費
は
増
加
し
続
け
る
と
と
も
に
、
物
価

高
騰
の
影
響
に
よ
り
委
託
料
を
は
じ
め

様
々
な
経
費
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
は
、
ご
み
処
理
施
設
整
備

な
ど
多
く
の
財
源
を
要
す
る
事
業
も
控

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
も「
夢
と
希
望
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
に
向
け
、
本
市

の
発
展
や
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
に
必
要
な
施
策
を
着
実
に
前
進
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
の
市
政
の
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
見

込
ま
れ
る
中
、
激
変
す
る
社
会
情
勢
や

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
当
初

予
算
の
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、「
桶

川
市
第
六
次
総
合
計
画
」を
基
本
と
し
、

新
し
い
時
代
を
見
据
え
、
5
つ
の
重
点

分
野
と
し
て「
安
心
安
全
で
利
便
性
の
高

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
こ
ど
も
が

輝
き
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
誰
も
が
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」、「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」そ

し
て「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」を
位
置
付
け
、
予
算
措
置
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、「
桶
川
市
第
六
次
総
合
計

画
」の
将
来
像
で
あ
る「
学
び
豊
か
な
笑

顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
未
来
都
市
お
け
が
わ
」

の
実
現
に
向
け
、
夢
と
希
望
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一

層
の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

桶川市長
小野　克典
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一
般
会
計
内
訳

歳
　
入

歳
入
総
額
は
、
282
億
７
，
６

０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

6.9
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、
市

税（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な

ど
）で
37
・
８
％
を
占
め
、
106

億
８
，
７
９
９
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
で
、
43
億
３
，
１
３

０
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
以
下
、
地
方
交
付
税
、
市

債
、
県
支
出
金
、
地
方
消
費
税

交
付
金
と
続
い
て
い
ま
す
。

歳
　
出

歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ
282

億
７
，
６
０
０
万
円
で
す
。

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、
民

生
費
の
125
億
１
，
５
８
４
万
４

千
円
で
44
・
３
％
を
占
め
、
次

に
、
教
育
費
29
億
１
，
５
１
１

万
２
千
円
、
以
下
、
総
務
費
、

公
債
費
、
土
木
費
、
衛
生
費
と

続
い
て
い
ま
す
。

会計別の予算 （単位：千円）
会 計 名 予 算 額 前年度比

一 般 会 計 28,276,000 6.9%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 7,112,000 △ 2.5%

介 護 保 険
特 別 会 計 6,852,000 5.9%

後期高齢者医療
特 別 会 計 1,398,000 4.2%

公共下水道事業会計 1,655,239 4.4%

合　　　計 45,293,239 5.0%

小数点第２位を四捨五入

地方交付税
３６億５,０００万円
（１２.９%）

市債
３１億２,３１０万円
（１１.０％）

県支出金
１８億８,８９０万８千円
（６.７％）

地方消費税交付金
１６億８,０００万円
（５.９％）

繰入金
９億８,２３７万円（３.５％）

諸収入
７億１,９１４万９千円（２.６％）

使用料および手数料
２億５,１５０万円（０.９％）

その他
９億６,１６７万４千円
（３.４％）

市税
１０６億

８,７９９万円
（３７.８％）

市税
１０６億

８,７９９万円
（３７.８％）

国庫支出金
４３億３,１３０万９千円
（１５.３％）

一般会計

歳 入
２８２億７，６００万円

一般会計

歳 出
２８２億７，６００万円公債費

２５億６，６４８万４千円
（９．１％）

土木費
２３億６，０２６万３千円
（８．３％）

衛生費
２２億３，１４４万３千円
（７．９％）

商工費
１３億７，７８４万１千円
（４．９％）

その他
１４億６，７７６万円
（５．２％）

民生費
１２５億
１，５８４万
４千円

（４４．３％）

教育費
２９億１，５１１万
２千円

（１０．３％）

総務費
２８億４，１２５万３千円
（１０．０％）

当初予算のあらまし

市内への産婦人科誘致について 詳しくは 健康増進課
☎786-1855

　市では、市民の皆さんが安心して子供を産み、育てる環
境を整備するため、これまでも市内への産婦人科誘致に向
けて関係機関等と協議を重ねてまいりました。

　今後、下記スケジュールにて、市内で開業を希望する事
業者への補助を実施し、産婦人科の開業を支援するなど、
産婦人科誘致の実現に向けた取り組みを、より一層進めて
いきます。

主なスケジュール（予定）

※詳細は、広報おけがわ６月号や市ホームページでお知らせする予定です。

事業者募集

R６年７月頃
～９月頃

１次審査
（書類審査）

10月～
11月頃

2次審査
（ヒアリング）

12月頃

県の事前
協議・審査
12月頃～
R7年 2月頃

事業者
決定

R7年 3月頃
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■
生
き
る
力
と
豊
か
な
心
を

育
む
　
桶
川

�

【
教
育
・
文
化
】

部
活
動
地
域
移
行
検
討
協
議
会
設

置
事
業

�

16
万
１
千
円

市
内
中
学
校
に
お
け
る「
休
日
の
部
活

動
の
地
域
移
行
」の
段
階
的
な
実
施
に
向

け
、
整
備
方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
市
と
関
係
団
体
が
連
携
し
た
協
議

会
を
設
置
し
、
効
果
的
な
地
域
移
行
に
向

け
た
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

○
適
応
指
導
事
業（
駅
東
側
で
の
対
応
）

４
１
６
万
６
千
円

駅
東
側
の
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
の「
け
や
き
教
室
」

を
開
室
す
る
と
と
も
に
、
適
応
指
導
教
室

の
指
導
員
の
勤
務
日
数
を
増
加
し
、
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。

○
体
育
館
空
調
設
備
整
備
事
業

３
億
３
，
３
３
５
万
８
千
円

令
和
6
年
度
は
桶
川
東
小
学
校
、
日
出

谷
小
学
校
、
朝
日
小
学
校
に
お
い
て
設
置

工
事
を
実
施
し
、
中
学
校
全
４
校
に
お
い

て
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

○
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
外
構
整

備
事
業

�

１
億
５
，
９
０
２
万
円

令
和
6
年
度
は
、隣
接
す
る
道
の
駅
に
、

一
体
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
外
構
工
事
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

桶
川
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ（
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
）暑
さ
対
策
事
業

４
０
９
万
９
千
円

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
屋
根
は
膜
構
造
の
た

め
、
特
に
近
年
に
お
け
る
夏
季
の
暑
さ
の

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
空

調
機
設
置
の
可
能
性
の
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
空
調
機
設
置
ま
で
の
間
、
当

面
の
対
応
と
し
て
冷
風
機
の
設
置
を
行
い

ま
す
。

■
共
に
支
え
合
い
　
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
　
桶
川

�

【
健
康
・
福
祉
】

○
手
話
通
訳
者
養
成
事
業（
養
成
講
座
の

拡
充
）�

１
８
９
万
３
千
円

市
が
実
施
し
て
い
る
通
訳
者
の
養
成
講

座
を
拡
大
の
上
、
今
後
、
講
座
受
講
修
了

者
を
認
定
試
験
の
要
件
に
追
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
登
録
手
話
通
訳
者
の
増
員
を
図

り
ま
す
。介

護
入
門
的
研
修
事
業82

万
２
千
円

介
護
人
材
不
足
に
備
え
、
介
護
に
関
心

を
持
つ
介
護
未
経
験
者
に
対
し
て
、
入
門

的
研
修
の
実
施
か
ら
市
内
の
介
護
事
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
を
一
体
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

○
保
育
所
等
保
育
料
軽
減
事
業（
第
２
子

保
育
料
軽
減
の
拡
充
）

１
，
４
５
２
万
７
千
円

同
一
世
帯
に
お
け
る
第
2
子
の
保
育
料

に
つ
い
て
、
市
独
自
施
策
と
し
て
、
第
1

子
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
半
額
に
軽

減
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
し

ま
す
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
昼
食
配
食�

サ
ー
ビ
ス
導
入
事
業

�

２
６
８
万
４
千
円

公
営
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

夏
休
み
な
ど
の
一
日
開
室
時
に
、
昼
食
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

働
く
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
妊
婦
・
乳
児
等
健
康
診
査
事
業（
１
か

月
児
健
康
診
査
の
追
加
）

４
，
６
４
７
万
４
千
円

詳
し
く
は

Ｐ
28
へ
。

が
ん
患
者
ウ
ィ
ッ
グ
等
購
入
費
助

成
事
業

�

30
万
円

詳
し
く
は

Ｐ
２
へ
。

○
鴨
川
保
育
所
大
規
模
改
修
事
業

１
億
６
，
５
２
２
万
９
千
円

令
和
6
年
度
か
ら
2
か
年
の
継
続
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
い
ず
み
の
学
園
整
備
事
業

３
億
５
，
２
７
６
万
６
千
円

令
和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
整
備
工
事
を
引
き
続
き
進
め

ま
す
。
開
園
は
令
和
７
年
１
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
　
桶
川

�

【
安
心
安
全
　
都
市
基
盤
】

広
報
全
戸
配
布
事
業３

０
３
万
５
千
円

令
和
７
年
１
月（
広
報
お
け
が
わ
２
月

号
）か
ら
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
広
報

誌
の
市
内
全
戸
配
布
を
実
施
し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業２

６
４
万
円

防
犯
及
び
犯
罪
抑
止
効
果
を
高
め
る
た

新規

新規新規

新規新規新規

今
年
度
の

主
要
事
業
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

新規
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め
に
、
桶
川
駅
東
口
お
よ
び
西
口
付
近
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

事
業

１
０
０
万
円

詳
し
く
は

Ｐ
２
へ
。

自
転
車
駐
車
場
改
修
事
業２

８
０
万
円

桶
川
駅
西
口
第
１
自
転
車
駐
車
場
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
駐
車
可
能
台
数
を
増

や
す
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
設
計
を
実
施

し
ま
す
。日

出
谷
地
区
公
共
施
設
等
整
備
事
業

９
０
８
万
３
千
円

日
出
谷
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
に

お
け
る
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
に
向
け
、

施
設
計
画
の
概
略
検
討
や
民
間
企
業
の
進

出
意
欲
調
査
な
ど
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
全

体
像
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
に
基
礎
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

○
駅
西
口
ト
イ
レ
整
備
事
業

１
億
５
０
０
万
円

　
令
和
６
年
度
は
ト
イ
レ
の
新
築
お
よ
び

既
存
ト
イ
レ
の
解
体
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
愛
宕
東
線
整
備
事
業

１
億
３
，
４
７
１
万
６
千
円

歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
愛
宕
東
線
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
用
地
取
得
お
よ
び
物
件

補
償
を
実
施
し
ま
す
。

目
沢
排
水
路
調
節
池
整
備
事
業

２
，
８
０
０
万
円

目
沢
排
水
路
流
域
内
に
お
い
て
は
、
局

地
的
大
雨（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）な
ど
に
よ
り
道

路
冠
水
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
治
水
対

策
と
し
て
、
調
節
池
を
整
備
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
は
、
詳
細
設
計
、
用
地
測
量
お

よ
び
土
地
鑑
定
を
実
施
し
ま
す
。

○
河
川
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

推
進
事
業

２
億
６
，
３
０
０
万
円

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
江
川

流
域
水
路
や
宮
ノ
脇
調
整
池
な
ど
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

（
堆
積
土
砂
の
撤
去
）を
実
施
し
ま
す
。

○
駅
西
口
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

５
，
８
９
６
万
円

令
和
６
年
度
は
、
既
存
の
水
施
設
の
一

部
に
新
た
に
噴
水
を
設
け
、
滝
施
設
と
併

せ
て
水
と
触
れ
合
え
る
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業５

，
０
２
１
万
５
千
円

令
和
６
年
度
は「
市
道
11
―
１
号
線（
駅

前
交
差
点
付
近
）」の
無
電
柱
化
の
た
め
の

電
線
共
同
溝
整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
環
境
に
や
さ
し
く 

み
ど

り
と
調
和
し
た 

桶
川

�

【
環
境
・
み
ど
り
】

○
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

５
８
６
万
９
千
円

本
市
の
現
況
や
環
境
問
題
、
社
会
情
勢

の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
中
長
期
的
に

将
来
を
見
据
え
た
環
境
行
政
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
し
て
、「
桶
川
市
環
境
基
本
計

画
」を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

○
脱
炭
素
推
進
事
業

３
億
８
，
９
３
１
万
４
千
円

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
や
資
源
循
環

型
社
会
構
築
の
た
め
、
公
共
施
設（
道
路

照
明
灯
な
ど
）の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
ご
み
の
減

量
・
再
資
源
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

○
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業

９
１
９
万
５
千
円

「
川
島
町
・
桶
川
市
ご
み
処
理
広
域
化

協
議
会
」に
お
い
て
、
一
部
事
務
組
合
の

設
立
に
向
け
た
準
備
業
務
を
実
施
し
ま

す
。■

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
　

桶
川

�

【
産
業
・
経
済
】

○
道
の
駅
推
進
事
業12

億
４
９
９
万
７
千
円

令
和
６
年
度
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
建
設
業
務
を
引
き
続
き
進
め

る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
３
月
開
業
に
向

け
開
業
準
備
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、
順
不
同

で
す
。

新規新規新規

新規

　確認書（申請書）の申請期限は、５月31日㈮までです。期限を過ぎる
と給付金を受け取ることができなくなりますので、ご注意ください。
※詳細は、市HPまたはコールセンターへ。

詳しくは コールセンター☎871-6005、社会福祉課☎788-4933

令和５年度給付金の申請はお済みですか

住民税均等
割のみ課税
世帯給付金

住民税非課
税世帯重点
支援給付金
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市
長
部
局

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
長
（
昇
格
）

本
庄
　
英
樹

総
務
部
長
（
昇
格
）

野
口
　
誠
一

福
祉
部
長
（
昇
格
）

梅
津
　
克
広

健
康
推
進
部
長
（
昇
格
）

稲
垣
　
裕
司

都
市
整
備
部
長
（
昇
格
）

瀧
本
　
哲

都
市
整
備
部
技
監

兼
　
下
水
道
課
長
（
昇
格
）

稲
橋
　
雅
史

会
計
管
理
者
（
昇
格
）

小
高
　
稔

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
副
部
長

兼
　
企
画
調
整
課
長
（
昇
格
）

向
井
　
一
哲

総
務
部
副
部
長

兼
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

青
木
　
敬
一

総
務
部
副
参
事

兼
　
桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
長（
昇
格
）

粒
良
　
紀
夫

総
務
部
副
参
事

兼
　
契
約
管
財
課
長
（
昇
格
）

山
岸
　
敦
博

環
境
経
済
部
副
部
長

兼
　
農
政
課
長

兼
　
農
業
委
員
会
事
務
局
長

天
沼
　
貞
良

福
祉
部
副
部
長

兼
　
子
ど
も
未
来
課
長

兼
　
桶
川
市
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
　
桶
川
市
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
（
昇
格
）

小
島
　
輝
夫

健
康
推
進
部
副
部
長
（
昇
格
）

三
村
　
修
一

都
市
整
備
部
副
部
長

兼
　
都
市
計
画
課
長
（
昇
格
）

朝
香
　
学

都
市
整
備
部
副
参
事

兼
　
駅
東
口
整
備
推
進
課
長
（
昇
格
）

辻
本
　
潤
一

都
市
整
備
部
副
参
事

兼
　
建
築
課
長
（
昇
格
）

郷
　
久
博

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
人
権・男
女
共
同
参
画
課
長（
昇
格
）

柳
川
　
恵
美

環
境
経
済
部

桶
川
市
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

坂
田
　
稔

環
境
経
済
部
産
業
観
光
課
長

新
川
　
昌
代

福
祉
部

桶
川
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の

学
園
所
長

兼
　
桶
川
市
子
ど
も
発
達
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
（
昇
格
）

平
八
重
　
智
之

福
祉
部
保
育
課
長

兼
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
所
長
（
昇
格
）

松
村
　
優
子

福
祉
部
保
育
課
主
席
主
幹

兼
　
桶
川
市
坂
田
保
育
所
長

大
谷
　
美
智
子

福
祉
部
保
育
課
主
席
主
幹

兼
　
桶
川
市
鴨
川
保
育
所
長

本
庄
　
真
理
子

健
康
推
進
部
高
齢
介
護
課
長
（
昇
格
）

大
川
　
隆
二

都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
長

植
木
　
明
伸

会
計
課
長

日
野
　
弘
之

教
育
委
員
会
事
務
局

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
長
（
昇
格
）

島
田
　
正
弘

教
育
部
学
校
教
育
監

西
納
　
聡

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
副
部
長

兼
　
生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
（
昇
格
）

園
田
　
隆
一
郎

教
育
部
副
参
事

兼
　
公
民
館
長

兼
　
桶
川
公
民
館
長

兼
　
川
田
谷
公
民
館
長

松
川
　
敬

派
遣
職
員

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桶
川
市
商
工
会
派
遣

斉
藤
　
英
仁

桶
川
市
観
光
協
会
派
遣
（
昇
格
）

野
本
　
光
則

令
和
6
年
4
月
1
日
付
け
　
採
用
者

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
副
参
事

兼
　
学
校
支
援
課
長

兼
　
桶
川
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

錦
織
　
睦

令
和
6
年
3
月
31
日
付
け
　
退
職
者

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桐
生
　
典
広

栗
原
　
隆

沖
田
　
圭
一

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

埼
玉
県
へ
帰
任

田
嶋
　
貴
子

埼
玉
県
へ
帰
任

堤
　
孝
志

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

関
根
　
訪

埼
玉
県
へ
帰
任

諏
訪
　
恵
俊

市
役
所
の
人
事
令
和
6
年
4
月
1
日
付
け

　
詳
し
く
は

職
員
課
☎
788
‐
４
９
１
１


	広報おけがわ24年5月号 2
	広報おけがわ24年5月号 3
	広報おけがわ24年5月号 4
	広報おけがわ24年5月号 5
	広報おけがわ24年5月号 6
	広報おけがわ24年5月号 7
	広報おけがわ24年5月号 8



